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【教育長】  

 

通告順 ７ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
化石体験事業の今後の展開は 

質問 

内容 

 

 社会に多大な影響を及ぼしたコロナ禍も終息に向かう方向が見え、社会

活動が対面やマスク不要など以前の状況に戻りつつある。 

 化石体験館は沼田町の観光スポットである幌新地区に位置し、社会教育

施設としてだけではなくほたるの里と一体となった観光資源としての役

割も果たしてきた。コロナ禍の状況においては対人接触を避ける意味から

体験メニューの提供を制限したため利用の減少が心配されたが、大きく落

ち込むことはなく健闘していたと聞いている。 

 体験館の入館料は、本来社会教育施設であれば利用料金は無料か最低限

の管理経費程度に設定されるのが理想だが、沼田町では体験メニューを提

供するという使命を持ったことから現在のように設定された経過がある

と記憶する。現在の博物館の流れは体験重視になっている（資料１）。そ

のようなことからこれまでの努力により多くのメニューを生みだし、繰り

返し利用してもらえる化石ファンを増やしてきたと理解している。しか

し、今年のオープン日にはコロナ明けを期待してきたお客さんから依然と

して体験メニューが中止されていることへの落胆の声も聞かれた。 

 化石発掘体験事業も、現地で本物の化石に触れることができる貴重なフ

ィールドとして多くの団体に利用されてきた。しかし、利用が増えすぎた

ことから修学旅行などを制限した経過があったと思う。以前の地域環境博

物館構想のような、化石の保護と活用の方法を再検討する時期に来ている

とも考える。 

一方しっかりと指導体制が取れる場合に化石発掘を実施して効果を発

揮してきたが、それも制限の方向に向かっている（資料２）。現在従事し

ている学芸員たちもかつて子ども時代に沼田町で化石に触れた経験を持

つと聞く。このように沼田町化石館の化石体験事業は、町の観光振興だけ

でなく北海道の理科教育の分野に於いても他では代わることのできない

重要な役割を担ってきたと言える。 

 この度就任された三浦教育長は教育課長を長く務め、このような現場の

重要性をよく理解されていると思う。そこで今後の化石体験事業をどのよ

うな方向に向かわせたいと考えているのか聞きたい。 



資料１ 

モノではなく体験を売れと説く参考図書（２００１年） 

 

・「今流行っているお店、売れている商品、賑わっている施設」 

に共通すること 

「モノ」ではなく「体験（コト）を売っている」 
 

一見「モノ」を売っているように見えて 

「コト」を売っている例 
 

・自動車のＣＭから 

 「子どもと一緒にどこに行こう」 

 「モノより想い出」 
 



資料２ 「親と子の理科教室」に見られる変化 

令和４年度（北海道立理科教育センターのホームページより）    令和５年度(ネイパル深川のホームページより)  


